
評

価

制

度

な

ど

を

担

当

し

た

高

村

航

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

人

事

制

度

の

設

計

に

あ

た

っ

て

は

、

原

点

に

立

ち

返

り

、

人

事

の

基

本

的

な

考

え

方

や

人

事

ポ

リ

シ

ー

を

固

め

た

う

え

で

、

評

価

制

度

な

ど

の

各

制

度

を

体

系

的

に

整

備

し

、

全

体

最

適

を

目

指

し

た

。

　

人

事

の

優

秀

な

人

材

が

制

度

を

つ

く

る

と

、

「

あ

る

べ

き

論

」

が

前

提

と

な

る

制

度

設

計

に

な

り

が

ち

だ

。

「

考

動

評

価

」

の

内

容

な

ど

も

現

場

の

社

員

に

議

論

し

て

も

ら

い

、

人

事

部

だ

け

が

会

議

室

で

決

め

る

制

度

で

は

な

く

、

現

場

の

社

員

の

思

い

を

取

り

入

れ

た

制

度

と

し

た

。

　

評

価

制

度

で

は

、

実

際

の

行

動

が

成

果

を

生

み

出

し

、

考

え

て

動

く

こ

と

で

人

材

の

成

長

を

促

す

た

め

に

「

考

動

評

価

」

を

導

入

し

、

上

司

と

部

下

が

そ

れ

ぞ

れ

日

常

的

に

人

事

管

理

シ

ス

テ

ム

に

「

考

動

記

録

」

を

つ

け

て

い

く

こ

と

で

、

客

観

的

な

事

実

に

基

づ

き

評

価

を

行

え

る

よ

う

に

し

た

。

　

私

は

、

人

事

制

度

は

ビ

ジ

ネ

ス

を

進

め

る

た

め

に

あ

る

と

認

識

し

て

い

る

。

そ

の

た

め

に

は

自

社

の

ビ

ジ

ネ

ス

の

実

態

に

合

わ

せ

た

制

度

設

計

を

行

う

こ

と

が

重

要

で

、

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

は

そ

の

会

社

の

業

績

に

対

す

る

知

識

や

知

見

を

し

っ

か

り

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

制

度

が

ビ

ジ

ネ

ス

の

実

態

に

合

っ

て

い

な

い

と

、

実

態

と

制

度

が

乖

離

し

て

し

ま

い

、

社

員

の

納

得

感

が

得

ら

れ

な

い

。

　

人

事

制

度

は

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

や

環

境

変

化

に

対

応

し

て

ブ

ラ

ッ

シ

ュ

ア

ッ

プ

し

て

い

く

べ

き

だ

。

時

間

や

費

用

を

使

っ

て

３

年

や

５

年

、

固

定

し

た

制

度

を

用

い

る

の

で

は

な

く

、

環

境

変

化

に

対

応

し

て

、

毎

年

少

し

ず

つ

制

度

を

見

直

し

て

い

け

ば

、

そ

れ

ほ

ど

費

用

も

か

か

ら

な

い

。

人

事

制

度

は

も

っ

と

日

々

の

仕

事

に

密

着

し

た

制

度

で

あ

っ

て

ほ

し

い

。

賃

金

制

度

な

ど

を

担

当

し

た

東

狐

貴

一

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

（

Ｐ

Ｔ

）

の

メ

ン

バ

ー

は

、

社

員

向

け

の

ア

ン

ケ

ー

ト

で

何

を

聞

く

べ

き

か

、

自

社

の

働

き

方

は

い

か

に

あ

る

べ

き

か

、

自

分

の

ワ

ー

ク

ラ

イ

フ

バ

ラ

ン

ス

を

ど

う

考

え

る

か

な

ど

、

自

社

や

自

分

の

こ

と

を

真

剣

に

考

え

る

こ

と

で

、

会

社

へ

の

理

解

が

深

ま

り

、

自

己

の

成

長

に

も

つ

な

が

っ

た

の

で

は

な

い

か

。

そ

れ

は

今

回

の

新

制

度

導

入

の

成

果

の

一

つ

だ

と

思

っ

て

い

る

。

　

今

や

、

企

業

の

競

争

力

の

源

泉

は

無

形

資

産

で

あ

り

、

人

的

資

産

だ

。

人

を

育

て

、

元

気

よ

く

、

様

々

な

ア

イ

デ

ア

を

打

ち

出

す

こ

と

が

で

き

る

組

織

や

、

心

理

的

安

全

性

を

担

保

さ

れ

な

が

ら

、

チ

ャ

レ

ン

ジ

で

き

る

よ

う

な

組

織

に

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

。

　

し

か

し

、

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

や

個

人

情

報

保

護

な

ど

の

意

識

の

高

ま

り

は

、

職

場

で

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

に

影

響

し

、

中

間

管

理

職

な

ど

が

神

経

を

使

う

よ

う

に

な

る

と

と

も

に

、

職

場

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

頻

度

が

減

り

、

異

性

や

世

代

差

が

あ

る

人

と

の

接

触

を

避

け

る

よ

う

に

な

っ

た

。

普

段

か

ら

良

好

な

人

間

関

係

を

築

い

て

い

れ

ば

問

題

が

な

い

よ

う

な

こ

と

で

も

大

騒

ぎ

に

な

る

。

そ

う

し

た

「

萎

縮

す

る

職

場

」

は

組

織

の

大

き

な

問

題

に

な

っ

て

い

る

。

　

若

い

世

代

に

は

「

従

業

員

体

験

」

（

Ｅ

Ｘ

、

従

業

員

が

会

社

の

中

で

働

く

こ

と

を

通

し

て

得

る

体

験

）

を

向

上

さ

せ

て

く

れ

る

職

場

が

望

ま

れ

て

い

る

。

１

ｏ

ｎ

１

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

な

ど

、

Ｅ

Ｘ

を

誘

発

さ

せ

る

制

度

を

導

入

す

る

こ

と

を

通

じ

て

、

や

る

気

の

あ

る

人

が

手

を

挙

げ

て

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

て

い

く

よ

う

な

企

業

文

化

を

醸

成

し

、

組

織

を

活

性

化

さ

せ

て

い

く

こ

と

も

こ

れ

か

ら

の

人

事

に

は

求

め

ら

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

信頼関係構築が重要

ソラシドエア人財本部人事制

度策定プロジェクトチームの

話

　旧人事制度は２００８年度に策

定されたもので、抜本的な見

直しが必要だった。また、Ａ

ＩＲＤＯとの持株会社設立と

いう大きな環境変化の中で、

賃金の格差是正を行う必要も

あった。

　プロジェクトチームでは、

「私たちは何を大事にしてい

くか」というところから議論

をスタートさせた。我々が生

き残るためには成果をきちん

と出していくことが大事であ

り、その成果とは、経営理念

を実現していくために、現状

より少しでもより良い変化を

起こしていくことだという議

論を経て、経営理念を実現す

る成果としてまとめたのが

「７つの成果」になった。

　今後は、評価者研修の実施

などを通して、社員への制度

の浸透を図っていきたい。

　評価の納得感を高めるに

は、上司が部下と適切にコミ

ュニケーションを取り、信頼

関係を構築していくことが重

要だ。新制度では、部下の日

常の「考動記録」を記入し、

それを面談の場でフィードバ

ックしていく仕組みになって

いるので、上司・部下間のコ

ミュニケーションが円滑に進

む組織風土の醸成も大きな課

題だ。「考動記録」を記入す

ることは手間がかかるが、納

得感のある評価のためには必

要だということを社員に理解

してもらい、新制度を運用し

ていくことに今後は注力して

いきたい。

「７つの成果」とその定義

１．達成・実行…担当業務や安全の達成・実行

２．業務改善…日常業務の効率化、最適化

３．サービスの品質向上…相手のことを考えて行動し、社内外

　　顧客満足度を向上させること

４．人財育成…他者が成果を出せるよう導くこと

５．課題解決…原因を探り、問題を根本的に解決すること

６．創造…課題解決の一つの手段として、自分の考えや新たな

　　概念・仕組み等をかたちにすること

７．付加価値…課題解決をゴールとせず、更なる効果を狙う＋

　　αを社内外顧客に提供すること

　

ソ

ラ

シ

ド

エ

ア

（

本

社

＝

宮

崎

市

）

は

、

経

営

ビ

ジ

ョ

ン

に

「

九

州

沖

縄

の

フ

ラ

ッ

グ

キ

ャ

リ

ア

に

な

る

」

を

掲

げ

、

宮

崎

を

は

じ

め

と

す

る

九

州

各

地

と

東

京

（

羽

田

）

、

沖

縄

（

那

覇

）

と

九

州

・

神

戸

・

中

部

等

、

�

路

線

�

便

を

毎

日

運

航

し

て

い

る

。

２

０

２

２

年

�

月

に

は

、

Ａ

Ｉ

Ｒ

Ｄ

Ｏ

と

と

も

に

、

共

同

持

株

会

社

「

リ

ー

ジ

ョ

ナ

ル

プ

ラ

ス

ウ

イ

ン

グ

ス

」

を

設

立

し

、

経

営

基

盤

の

一

層

の

強

化

と

、

地

方

路

線

の

安

定

し

た

航

空

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

堅

持

を

図

っ

て

い

る

。

　

同

社

で

は

、

中

期

経

営

計

画

の

一

環

と

し

て

、

昨

年

�

月

に

新

賃

金

制

度

の

運

用

を

開

始

し

た

。

４

月

か

ら

は

人

事

評

価

制

度

を

含

め

た

新

人

事

制

度

の

正

式

運

用

を

開

始

す

る

。

　

制

度

設

計

に

あ

た

っ

て

は

、

人

事

理

念

の

再

構

築

に

向

け

た

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

実

施

し

た

。

制

度

に

中

堅

・

若

手

社

員

の

意

見

を

取

り

入

れ

る

た

め

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

に

中

堅

・

若

手

社

員

を

入

れ

、

人

事

理

念

や

制

度

運

用

の

あ

る

べ

き

姿

を

検

討

し

た

。

　

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

で

の

議

論

を

通

し

て

、

同

社

の

「

人

事

ポ

リ

シ

ー

」

や

「

人

事

制

度

の

基

本

と

な

る

考

え

方

」

、

「

経

営

理

念

を

実

現

す

る

た

め

の

『

七

つ

の

成

果

』

」

（

下

記

参

照

）

を

定

め

て

い

っ

た

。

　

新

制

度

の

等

級

制

度

で

は

、

資

格

等

級

を

一

般

職

で

は

４

階

層

、

管

理

職

で

は

３

階

層

に

設

定

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の

人

事

資

格

等

級

の

期

待

役

割

と

、

そ

の

等

級

に

お

い

て

身

に

つ

け

る

べ

き

能

力

（

ス

キ

ル

）

を

「

等

級

別

要

件

定

義

表

」

に

定

め

た

。

　

職

掌

と

キ

ャ

リ

ア

パ

ス

で

は

、

「

総

合

職

掌

」

「

運

航

乗

務

職

掌

」

「

客

室

乗

務

職

掌

」

の

職

掌

ご

と

に

人

事

制

度

を

構

築

し

、

「

総

合

職

掌

」

で

は

、

個

人

の

能

力

、

適

性

、

志

向

に

合

わ

せ

選

択

肢

を

持

た

せ

る

た

め

、

従

来

の

管

理

職

の

み

か

ら

、

組

織

管

理

職

で

あ

る

「

Ｌ

系

統

」

と

専

門

的

ス

キ

ル

に

よ

る

タ

ス

ク

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

を

担

う

「

Ｓ

系

統

」

の

二

つ

の

キ

ャ

リ

ア

パ

ス

を

設

定

し

た

。

　

賃

金

制

度

に

つ

い

て

は

、

非

管

理

職

で

は

、

旧

制

度

の

「

役

割

給

」

を

、

長

く

安

心

し

て

働

き

つ

つ

成

果

に

応

じ

た

報

酬

を

得

ら

れ

る

制

度

と

す

べ

く

、

「

改

定

役

割

給

（

考

課

昇

給

型

）

」

と

「

基

礎

給

（

年

齢

定

昇

型

）

」

に

分

け

た

。

ま

た

、

Ａ

Ｉ

Ｒ

Ｄ

Ｏ

と

の

賃

金

水

準

を

意

識

し

な

が

ら

昇

格

昇

給

額

を

引

き

上

げ

、

�

代

後

半

以

降

で

の

年

収

差

を

解

消

し

た

。

　

評

価

制

度

は

、

「

七

つ

の

成

果

」

に

つ

な

が

る

貢

献

を

評

価

す

る

「

貢

献

評

価

」

と

、

貢

献

や

成

果

を

生

み

出

す

た

め

に

考

え

行

動

し

た

内

容

を

評

価

す

る

「

考

動

評

価

」

に

よ

る

評

価

制

度

と

し

、

そ

れ

ら

を

賃

金

や

人

事

資

格

等

級

、

配

置

に

反

映

さ

せ

る

こ

と

に

し

た

。

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

（

お

わ

り

）


